
報告事項１ 令和２年３月 19 日

春季休業中及び学校再開（新学期）への対応

（健康体育課、高校教育課、特別支援教育課、義務教育課）

１ 春季休業中（3/20 以降）の対応方針（県立学校）

多くの県立学校で３月 20 日（金）から春季休業となることから、３月 16 日付け各県

立高校へ３月 18 日付け県立特別支援学校へ春季休業中の対応について通知した。

２ 県立学校の再開について

３月 19 日開催予定の国の専門家会議の結果や、文部科学省の対応方針を踏まえ県の方

針を策定する。

文部科学省の現時点の考え方（３月 18 日時点）

〇国の方針の策定時期：19 日の専門家会議の報告を踏まえ、学校再開を判断するため

の 10 項目程度の目安を３月 23 日の週を目途に策定。

〇学 校 再 開 の 目 安：当該自治体や隣接自治体の感染者の有無、終息状況・学校教

育活動を行う上での感染防止対策等と併せて今後の検討課題

〇休校か再開かの判断：学校設置者に権限

〇再開に向けた対応例：クラスターとなる条件を避けて授業方法を工夫（例１：空き

教室を利用して１クラスを２クラスに分けて実施、例２：土

曜日を利用して登校日を工夫して分散登校 など）

３ 小中学校の対応について

・設置者である市町教育委員会が、国や県の動向を参考にしながら、各市町や学校の実

態に即して対応を判断しており、一部の市町では既に学校を再開している。

・新年度については、現時点では、すべての市町教育委員会において方針を決めていな

い。今後、国の方針や県の動向を参考にしながら、各市町や学校の実態に即して、４月

以降の対応を判断する予定。

・令和２年４月 16日（木）に実施予定であった全国学力・学習状況調査については、取

り止めることとされた。今後については、令和２年度中に実施するか否かも含め、文部

科学省で改めて検討することとなっている。

＜参考＞児童生徒数(政令市を含む)

区 分 内 容 備 考

登 校 日
基本的には自宅で過ごすよう指導

分散登校などの措置を前提に実施可能

【高校】27校が実施予定

【特支】実施予定無し

部 活 動 原則として自粛

生徒の健康保持

の 機 会 の 確 保

大人数が密集した活動とならない等の措置を

前提に各学校の判断により学校施設を開放

小中学生 288,445 人 高校 67,750 人 特別支援学校 4,952 人

３月 16 日から学校を「再開」した市町
４市２町（御殿場市、裾野市、小山

町、川根本町、静岡市、浜松市）

３月 16 日から学校で「登校日」を設けた市町 ２町（清水町、長泉町）



令和２年３月 18日

特別支援学校におけるマスク及び手指消毒用エタノールの供給について

特別支援教育課

〇厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課より令和２年３月 13日

付け事務連絡「医療的ケアを必要とする児童のご家庭への手指消毒用エタノ

ールジェル及び容器の送付について」（障害児支援主管部宛て）

・手指消毒用エタノールジェル（詰め替えパック）4,740 個、容器 1,750

本を、医療的ケア時の都道府県の人数に応じて案分して、各都道府県に

送付。（本県にはジェル 155 個、容器 57 本）

・人工呼吸器装着の児童、気管切開している児童を優先するなど緊急度を

勘案し、可能な限り迅速に医療的ケア児がいる家庭に配布。

・特別支援教育課、義務教育課において、必要数の把握（医療的ケアを要

する児童生徒のうち、人工呼吸器装着又は気管切開している児童生徒

数）（特別支援学校 102 人、義務教育７人）

・健康福祉部障害者政策課より該当の各家庭に郵送

※厚生労働省より手指消毒用エタノールの追加送付の連絡（３月 17 日）

静岡県 手指消毒用エタノール 400ml(消毒液入りポンプの容器）＋詰め

替えパック（400ml) 131 セット

〇厚生労働省・文部科学省連名 令和２年３月 13 日付け事務連絡「新型コロ

ナウイルスに関連した感染症の発生に伴う手指消毒用エタノールの優先供給

について」

・厚生労働省において医療機関、高齢者施設等における手指消毒用エタノ

ールの優先供給のスキーム構築

・優先供給の希望調査

・特別支援学校のうち、医療的ケア実施校を対象に手指消毒用エタノール

の在庫数と必要数を調査（在庫数：25L 必要数 139L 不足数 114L）

し、障害者政策課に報告

〇マスクの供給について

・特別支援学校の在庫数、必要数を調査し、不足数を健康福祉政策課に報

告

４月中に在庫が切れる学校 ４校 不足数 2,500 枚

５月中に在庫が切れる学校 ８校 不足数 11,000 枚


